
拡充した補償がありがたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 園芸施設共済には就農当初から加入しています。2017 年 10 月に発

生した台風で、ハウスの 3 分の 1 が大破する被害に遭いました。台風

が直撃したわけではないのに、山間地域の久万高原町ではものすごい

風が吹き、本体ごとつぶされてしまいました。 

 周囲から台風被害の話を聞いてはいましたが、実際に自分の身に降

りかかるとは思っていませんでした。再建に十分な共済金の支払いを

受け助かりましたが、「万一に備える大切さ」を実感した出来事でし

た。 

 小規模な被害は自己負担になることを前提に、10 万円を超える被

害から補償対象とするプランに加入しています。それぞれの農家経営

に合ったプランを選べるのがありがたいです。附帯超過特約の導入で、

新築等の資産価値まで補償が拡充するなど、「あったらいいな」と感

じていたことが次々と制度化されて満足しています。 

 園芸施設共済には、定期的に制度設計を見直してもらい、より実情

に合った仕組みになることを期待しています。 
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